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誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

宇田川いきいきサロンの「花見の会」宇田川いきいきサロンの「花見の会」



大篠津

崎津

和田

富益

彦名

夜見

河崎
加茂

住吉
義方

福米東

福米西

啓成

就将

明道
車尾

福生西

福生東

成実

五千石

永江永江

尚徳

春日

巌

県

大高

宇田川

大和

淀江

東山・福米・福生中学校区
担当：村上（むらかみ）

美保・弓ヶ浜中学校区
担当：築谷（つくたに）

湊山・後藤ヶ丘・加茂中学校区
担当：生田（いくた）

尚徳・箕蚊屋・淀江中学校区
担当：礒岩（いそいわ）

災
害
時
に
備
え
て
『
防
災
食
づ
く
り
』

令
和
５
年
９
月
、
淀
江
赤
十
字
奉
仕
団
の

皆
さ
ん
と
地
区
社
協
の
役
員
で
「
防
災
食
づ

く
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
作
っ
た
の
は
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
︵
炊

飯
袋
︶
に
よ
る
ご
飯
づ
く
り
と
ア
イ
ラ
ッ
プ

︵
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
︶
を
使
っ
た
ド

ラ
イ
カ
レ
ー
づ
く
り
で
す
。
刻
ん
だ
野
菜
や

米
な
ど
す
べ
て
袋
に
入
れ
、
沸
騰
し
た
お
湯

の
中
に
入
れ
、
待
つ
こ
と
約
40
分
、
お
い
し

い
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
が
出
来
上
が
り
、
み
ん
な

で
食
べ
ま
し
た
。
今
日
の
防
災
食
は
、
お
湯

さ
え
あ
れ
ば
、
袋
を
使
っ
て
ご
飯
が
炊
け
る

と
い
う
も
の
で
、
災
害
時
の
避
難
所
な
ど
で

の
炊
き
出
し
に
と
て
も
役
立
つ
と
思
い
ま
し

た
。

︻
次
回
は
大
和
地
区
を
紹
介
し
ま
す
︼

宇
田
川
地
区
は
孝こ
う

霊れ
い

山さ
ん

の
麓ふ

も
とに

広
が
る
淀

江
平
野
の
山や
ま

際ぎ
わ

に
点
在
す
る
集
落
を
中
心
と

し
た
地
域
で
す
。「
向む
こ
う
や
ま
こ
ふ
ん
ぐ
ん

山
古
墳
群
」
や
「
上か

み

淀よ
ど

廃は
い

寺じ

跡あ
と

」
な
ど
多
く
の
古
代
遺
跡
が
あ
り
、

ま
た
「
天あ
め

の
真ま

名な

井い

」「
本ほ

ん

宮ぐ
う

の
泉い

ず
み」

な
ど

の
名
水
に
も
恵
ま
れ
る
自
然
豊
か
な
田
園
地

帯
で
す
。
人
口
は
1
，
0
0
0
人
ほ
ど
で
、

米
子
市
内
の
地
区
社
協
の
な
か
で
一
番
人
口

の
少
な
い
地
区
で
す
。

『
宇
田
川
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
の
活
動

「
宇
田
川
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は
宇
田
川

地
区
内
に
お
住
い
の
高
齢
者
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
。
毎
月
1
回
宇
田
川

公
民
館
に
集
ま
っ
て
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

4
月
は
宇
田
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
花
見
の

会
」
を
し
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
大
正
琴
」
の
演
奏
や
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
太
極
拳
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。
や
わ

ら
か
い
春
の
日
差
し
の
下
、
み
ん
な
で
お
弁

当
を
食
べ
、
楽
し
い
お
花
見
に
な
り
ま
し
た
。

※�

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
…
身
近

な
地
域
で
気
軽
に
集
う
場
。

※�

支
え
愛
マ
ッ
プ
…
災
害
時
に
避
難
の
支

援
が
必
要
な
方
、
支
援
が
で
き
る
方
、

危
険
個
所
や
避
難
場
所
な
ど
を
記
し
た

地
図
。

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
全
て
の
住
民

が
役
割
を
持
ち
な
が
ら
い
き
い
き
と
活
躍
で

き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、

身
近
な
地
域
で
参
加
す
る
場
や
、
助
け
合
い

の
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
や
見

守
り
活
動
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
更
に
活
性
化
さ
せ
る

と
と
も
に
、「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み
た
い

な
」
と
い
う
住
民
の
み
な
さ
ん
の
想
い
を
後

押
し
で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

中
学
校
区
を
ベ
ー
ス
に
、
米
子
市
内
を
４

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
各
エ
リ
ア
を
担
当
す

る
地
域
福
祉
活
動
支
援
員
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
担
当
制
に
し
て
、
同
じ
職
員
が
関
わ
る

こ
と
で
住
民
の
み
な
さ
ん
と
顔
な
じ
み
の
関

係
に
な
り
、
相
談
し
て
い
た
だ
き
や
す
く
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
や
、
支
え
愛

マ
ッ
プ
作
り
、
見
守
り
体
制
に
つ
い
て
な
ど
、

地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
想
い
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
市
役
所
な

ど
の
関
係
機
関
、
企
業
、
学
校
な
ど
と
連
携

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
た
め
、新
た
な
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
‼

福祉のまちづくり推進課
☎23-5473まで
お気軽にご連絡ください！

まずは、調理の説明から

太極拳サークルの方も一緒に 桜の咲き始めの宇田川グラウンド

しっかり計量

大正琴の伴奏で合唱

調理風景、みんな真剣！？ 地域福祉活動支援員と福祉のまちづくり推進課長

23

「
小
さ
な
地
区
で
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
！
」

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
〈
宇
田
川
地
区
〉



香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓

成

名
古
屋
市

名
東
区
扇
町
足
立
　
正
人

金
一
封

御
尊
父

平
一
郎
様

博

労

町
野
津
　
庸
子

金
一
封

御
主
人

庸
夫
様

錦

町
安
田
　
栄
子

金
一
封

御
主
人

嘉
男
様

明

道

道

笑

町
津
村
　
あ
け
み

金
一
封

御
尊
父

妹
尾
稔
様

道

笑

町
山
本
　
一
夫

金
一
封

御
母
堂

民
子
様

道

笑

町
井
澤
　
敏

金
一
封

御
母
堂

久
枝
様

陽

田

町
黒
見
　
恭
成

金
一
封

御
母
堂

佳
子
様

長

砂

町
影
山
　
幸
子

三
万
円

御
主
人

曻
様

東

町
山
根
　
美
津
子

十
万
円

御
叔
母

昌
子
様

義

方

寺

町
山
﨑
　
恵
央

金
一
封

御
母
堂

妙
子
様

義

方

町
荒
松
　
智

金
一
封

御
義
母
太
田
鈴
子
様

灘

町
三
浦
　
浩

金
一
封

御
母
堂

央
子
様

立

町
細
川
　
雄
平

金
一
封

御
尊
父

庸
一
郎
様

立

町
池
口
　
宏
明

金
一
封

御
尊
父

栄
浩
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

富

益

富

益

町
足
立
　
祥
一

金
一
封

御
尊
父

修
三
様

夜

見

夜

見

町
種
　
喜
美
子

金
一
封

御
主
人

純
一
様

成

実

宗

像
白
根
　
紀
之

金
一
封

御
尊
父

勝
義
様

美

吉
近
藤
　
譲

金
一
封

御
尊
父

照
秋
様

橋

本
乗
本
　
利
一

金
一
封

御
母
堂

重
子
様

奈

喜

良
石
井
　
浩
一

金
一
封

御
尊
父

洋
様

美

吉
池
野
　
弘
志

金
一
封

御
尊
父

榮
一
様

尚

徳

青

木
長
谷
川
　
直
子

金
一
封

御
尊
父

務
様

榎

原
松
林
　
等

金
一
封

御
尊
父

哲
郎
様

青

木
谷
本
　
真
也

金
一
封

御
尊
父

實
様

上

安

曇
持
田
　
收
司

金
一
封

御
尊
父

嘉
德
様

五

千

石

諏

訪
萱
野
　
一
光

金
一
封

御
尊
父

美
佐
男
様

諏

訪
新
田
　
勝

金
一
封

御
尊
父

寿
様

八

幡
木
村
　
孝

金
一
封

御
内
室

一
枝
様

福

市
香
田
　
宏
子

金
一
封

御
主
人

勇
様

巌

浦

津
徳
中
　
邦
次

金
一
封

御
母
堂

幸
様

蚊

屋
福
島
　
政
文

金
一
封

御
母
堂

梅
野
様

浦

津
小
谷
　
斉

金
一
封

御
尊
父

明
弘
様

今

在

家
黒
多
　
真
知
子

金
一
封

御
母
堂

岩
子
様

二

本

木
村
瀨
　
慎
太
郎

金
一
封

御
祖
母

美
江
子
様

二

本

木
妹
田
　
雅
敏

金
一
封

御
母
堂

美
惠
子
様

春

日

東

八

幡
内
藤
　
英
二

金
一
封

御
尊
父

保
春
様

東

八

幡
相
見
　
直
弘

金
一
封

御
尊
父

憲
一
様

東

八

幡
山
脇
　
基
一

金
一
封

御
従
兄
弟

勉
様

東

八

幡
山
脇
　
基
一

金
一
封

御
従
姉
妹

早
苗
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

住

吉

旗

ヶ

崎
山
﨑
　
智
子

金
一
封

御
義
父

一
孝
様

安

倍
岡
本
　
貞
義

金
一
封

御
内
室

カ
ナ
コ
様

豊
中
市
西
泉
丘

岩
田
　
篤
志

金
一
封

御
母
堂

安
世
様

旗

ヶ

崎
永
田
　
栄

金
一
封

御
内
室

和
子
様

旗

ヶ

崎
上
山
　
光
枝

金
一
封

御
主
人

梅
信
様

旗

ヶ

崎
坂
田
　
好
行

金
一
封

御
尊
父

一
雄
様

旗

ヶ

崎
門
脇
　
光

金
一
封

御
尊
父

作
市
様

上

後

藤
松
原
　
善
夫

金
一
封

御
母
堂

照
子
様

車

尾

中

島
別
所
内
　
千
匡

金
一
封

御
尊
父

和
文
様

観
音
寺
新
町
渡
邉
　
学

金
一
封

御
母
堂

和
江
様

車

尾
齋
古
　
桂
子

金
一
封

御
主
人

香
三
様

加

茂

両

三

柳
亀
井
　
浩
志

金
一
封

御
尊
父

哲
司
様

大

崎
小
笹
　
敏
弘

金
一
封

御
義
父
西
村
昭
和
様

両

三

柳
遠
本
　
英
毅

金
一
封

御
母
堂

千
代
子
様

両

三

柳
西
村
　
利
昭

金
一
封

御
内
室

洋
子
様

両

三

柳
野
口
　
か
お
り

金
一
封

御
次
男

久
敬
様

両

三

柳
田
村
　
充
男

金
一
封

御
母
堂

さ
と
み
様

両

三

柳
亀
井
　
浩
志

金
一
封

御
母
堂

美
紀
子
様

両

三

柳
澤
田
　
年
史

金
一
封

御
母
堂

泰
子
様

両

三

柳
木
村
　
公
亮

一
万
円

御
母
堂

節
枝
様

河

崎

河

崎
矢
倉
　
利
明

金
一
封

御
叔
母

仁
子
様

河

崎
隅
　
則
広

金
一
封

御
尊
父

弘
美
様

河

崎
門
岡
　
正

金
一
封

御
母
堂

幸
江
様

福

生

東

皆

生
櫃
田
　
貢

金
一
封

御
母
堂
谷
口
久
美
様

皆

生
八
原
　
学

金
一
封

御
母
堂

友
佳
子
様

皆

生
皆
廣
　
勝
美

金
一
封

御
母
堂

初
子
様

福

生

西

皆
生
温
泉
中
川
　
真
二

金
一
封

御
母
堂

サ
ダ
子
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

赤

井

手
藤
山
　
史
郎

五
万
円

御
尊
父

俊
郎
様

古

豊

千
安
井
　
隆
志

金
一
封

御
母
堂

昭
代
様

大

高

品
川
区
東
品
川

杉
本
　
渉

金
一
封

御
尊
父

昇
三
様

泉

中
田
　
博
美

金
一
封

御
母
堂
木
村
重
子
様

岡

成
尾
坂
　
好
文

金
一
封

御
尊
父

幸
一
様

尾

高
細
田
　
淳
公

金
一
封

御
母
堂

邑
子
様

県

福

万
鳥
井
　
千
代
子

金
一
封

御
主
人

昇
三
様

福

万
舩
寄
　
隆

金
一
封

御
母
堂

英
子
様

河

岡
吉
田
　
幸
司

金
一
封

御
尊
父

明
男
様

日

下
鴨
谷
　
茂
子

金
一
封

御
主
人

滋
様

福

万
篠
原
　
真
次

金
一
封

御
尊
父

春
実
様

河

岡
川
端
　
稔
一
万
五
千
円

御
尊
父

香
苗
様

河

岡
山
下
　
夏
美

金
一
封

御
義
母

た
づ
み
様

日

下
仲
石
　
宏
明

金
一
封

御
尊
父

総
夫
様

福

万
舩
越
　
雅
樹

金
一
封

御
叔
父

進
様

淀

江

淀
江
町
今
津
岡
田
　
千
恵
美

金
一
封

御
尊
父

與
貴
夫
様

淀
江
町
今
津
大
田
　
毅

金
一
封

御
尊
父

勝
様

淀
江
町
淀
江
堀
尾
　
昌
司

金
一
封

御
尊
父

成
男
様

淀
江
町
西
原
谷
口
　
達
也

金
一
封

御
祖
母

美
喜
子
様

淀
江
町
淀
江
中
住
　
由
美
子

金
一
封

御
主
人

和
廣
様

淀
江
町
西
原
小
田
　
清
子

金
一
封

御
母
堂

富
代
様

大

和

淀
江
町
中
間
倉
敷
　
美
佐
雄

金
一
封

御
尊
父

賢
一
様

淀
江
町
中
間
長
田
　
千
里

金
一
封

御
主
人

誠
様

淀
江
町
佐
陀
武
田
　
美
恵
子

金
一
封

御
主
人

規
正
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

上

福

原
樋
口
　
昭
敏

金
一
封

御
尊
父

兼
昭
様

福

米

東

東

福

原
荒
金
　
伸
哉

金
一
封

御
母
堂

ミ
ヨ
コ
様

米

原
菅
田
　
健
一

金
一
封

御
祖
父

研
様

米

原
池
淵
　
忠
司

金
一
封

御
尊
父

春
實
様

東

福

原
潮
　
偉
夫

八
万
円

御
尊
父

豊
治
様

東

福

原
宮
本
　
明
彦

金
一
封

御
尊
父

淑
人
様

東

福

原
原
田
　
典
子

五
万
円

御
主
人

修
文
様

東

福

原
上
杉
　
登
志
子

金
一
封

御
主
人

秀
樹
様

米

原
井
山
　
宣
和

金
一
封

御
母
堂

寿
美
子
様

福

米

西

西

福

原
森
　
博
子

金
一
封

御
主
人

有
正
様

西

福

原
大
先
　
健
文

金
一
封

御
母
堂

幸
代
様

西

福

原
杉
山
　
朝
子

金
一
封

御
主
人

民
治
様

彦

名

彦

名

町
内
藤
　
健
一

金
一
封

御
母
堂

盛
子
様

夜

見

町
公
本
　
聡

金
一
封

御
叔
父

孝
様

彦

名

町
湯
澤
　
郁
子

金
一
封

御
母
堂

利
子
様

彦

名

町
末
葭
　
寿
雄

金
一
封

御
尊
父

利
弘
様

彦

名

町
山
本
　
浩
志

金
一
封

御
尊
父

健
治
様

彦

名

町
足
立
　
豊

金
一
封

御
母
堂

信
子
様

崎

津

葭

津
友
森
　
薫

一
万
円

御
尊
父

一
美
様

葭

津
永
見
　
正
幸

金
一
封

御
内
室

聿
子
様

葭

津
安
田
　
義
実

金
一
封

御
義
父

𠮷
延
様

大

崎
松
本
　
講
二

金
一
封

御
母
堂

紀
美
子
様

和

田

和

田

町
末
吉
　
和
子

金
一
封

御
主
人

周
治
様

和

田

町
矢
倉
　
豊

金
一
封

御
尊
父

行
美
様

和

田

町
西
村
　
弘
樹

金
一
封

御
義
母
矢
倉
京
子
様

米

原
柏
木
　
治

金
一
封

御
令
弟

一
美
様

和

田

町
⻆
　
俊
樹

金
一
封

御
内
室

智
子
様

和

田

町
安
達
　
明
浩

金
一
封

御
尊
父

諭
様

住
所

氏
　
名

金
額

鳥
取
市
今
町

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
　

鳥
取
支
社
長
　
結
城
崇
彰

九
、四
〇
〇
円

錦

町

大
木
　
典
子

金
一
封

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
。

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、所
得
税
、市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
6
年
3
月
１
日
～

令
和
6
年
5
月
31
日

Special Thanks
市
民
の
み
な
さ
ま
の
た
め

　
社
会
福
祉
活
動
の
推
進
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

令
和
６
年
３
月
５
日
に「
住
友

生
命
保
険
相
互
会
社
」様
よ
り 

九
、四
◯
◯
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
３
月
11
日
に「
中
国
電

力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社　
山

陰
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」様
よ

り
備
蓄
食
料
品
の
提
供
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。様
々
な
事
情
で
生
活

に
困
窮
し
て
お
ら
れ
る
世
帯
へ
の

支
援
や
、市
内
で
開
催
さ
れ
る「
防

災
啓
発
活
動
」な
ど
に
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

会
葬
は
が
き
申
し
込
み

土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
の
会
葬
礼
状
は
が
き
の

ご
注
文
は
、米
子
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
に
直
接
お
申
込
み

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

米
子
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム　

米
子
市
石
井
1
2
2
3
－
1

☎
0
8
5
9
－
2
6
－
5
2
2
2

寄
付
金
受
付

平
日
の
み
の
受
付
に
な
り
ま
し
た
。
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支出

令和6年度 事業計画・予算
米子市社会福祉協議会は、「誰もが安心して暮らせる福祉のまち」を目指し、

地域の皆様とともに地域福祉の推進に取り組みます。

❶ 組織運営体制の強化
❷ 地域福祉事業の推進

❸ 将来を担う人材の確保と育成
❹ 頼りにされる社協へ向けた関係づくり重点目標

●ボランティアセンター事業
●福祉教育の推進

福祉・ボランティアの心を育むまちづくり
ボランティア活動・福祉教育をすすめます

収支予算［予算額 336,314千円］

単位：千円

●地域支援事業
●地区社協活動支援事業
●小地域ネットワーク事業
（見守り活動、ふれあいいきいきサロン活動推進）
●災害時要支援者避難支援の推進
●福祉バス運行事業
●福祉団体等への支援・協力

支え合いのまちづくり
地域での支えあいをすすめます

●生活困窮者自立相談支援事業
●日常生活自立支援事業
●生計困難者に対する相談支援事業（えんくるり事業）
●資金貸付事業
●住居確保給付金事業
●家計改善支援事業
●ファミリー･サポート･センター事業
●生活困窮世帯への食料等の支援事業

安心して暮らせるための相談・支援の取組
暮らしや困りごとの相談をお受けし、
安心できる暮らしのお手伝いをします

福祉の地域づくり収益事業

●米子市内の小中学校へ　本を贈ろうプロジェクト
自動販売機の売上による社会貢献を行っています

ま　ち

法人運営

●理事会、評議員会、監事会、委員会等の開催
●広報活動の実施
●社会福祉大会・余芸大会等の開催
●米子市社会福祉法人連絡会の開催
●顕彰の実施

運営体制を強化し、信頼される法人運営に努めます

主な事業・活動の内容

令和6年度 米子市社会福祉協議会資金収支予算書

負担金収入
97,028

受託金収入
95,751

補助金収入
50,864

会費収入
24,272

寄付金収入 9,060

前年度繰越金
25,257

共同募金配分金収入
17,200 収入

事業収入 955
貸付事業収入 1,200

雑収入 1,296
固定資産 1,800

収益事業収入 4,000

積立取崩 7,631
法人

運営事業
188,108

次年度繰越金
25,257

相談・支援事業
52,596

地域福祉事業
32,580

共同募金配分金事業
17,200

ファミリーサポート事業
7,689

ボランティアセンター事業
6,874

福祉バス事業 4,640
収益事業 1,370

米子市ボランティアセンター（休館日：土日祝日）　☎23-5455  F37-3855
※手話・要約筆記が必要な方は申込時にお伝えください。

お問い合わせ・お申込み

米子市社会福祉協議会
米子市錦町1丁目139番地3 ふれあいの里2階
☎23-5490

山陰中央新報社
米子市東福原2-1-1 わこうビル2階　☎34-5211

お問い合わせ

　社会福祉協議会では、地域での身近な集いの場であ
る「ふれあい・いきいきサロン」活動を推進しています。
サロンでは、健康づくりの活動や、暮らしのためになる
話など、講師を招いて話をしていただく機会もありま
す。
　地域貢献の一環として、企業や団体の強みを生かし
た講師役をしてみませんか？興味を持たれた方は、福祉
のまちづくり推進課（☎２３-５４７３）までご連絡ください。

「ボランティアって、どんな活動があるの？」など、ボランティア活動を始める前の心構えや
市内のボランティア活動をご紹介します。

第1回は6月（手話）に終了しました。第4回は12月（筆談）、第5回は令和7年2月（傾聴）を予定しています。
【会場】ふれあいの里　【対象】市内に在住・在学・在勤の方で、興味のある方なら、どなたでもご参加いただけます。

令和6年度 ボランティア入門講座

８月２日（金）
10：00～12：00

■ボランティア活動を始める前の心構え  【講師】米子市ボランティアセンター職員
■ボランティア紹介【地域活動サポーター】
　【講師】米子市社会福祉協議会 福祉のまちづくり推進課

■ボランティア活動を始める前の心構え  【講師】米子市ボランティアセンター職員
■ボランティア紹介【障がい者施設・介護施設】
　【講師】米子市児童発達支援センターあかしや　【講師】グループホームかみごとう

地域の集まりで
講師役をしてみませんか？

　12月14日（土）米子コンベンションセンターで行われ
る米子市民余芸大会の出演者を募集いたします。
※出演団体名・代表者連絡先・演目・
人数・所要時間をお知らせください。

米子市民余芸大会の
出演者募集

日 時 内容／講師 定 員

先着
25名

第２回

１０月４日（金）
１０：００～１２：００

第3回

地域で世話役として活動されている方、または、これから活動を始めてみようと思っている方を
対象に、簡単にできるレクリエーションをご紹介します。

第3回は11月（折紙）を予定しています。
【会場】ふれあいの里　【対象】市内に在住・在学・在勤の方で、興味のある方なら、どなたでもご参加いただけます。

令和６年度 レクリエーション講座

７月８日（月）
10：00～１１：３０

■座ってできる全身体操
　【講師】米子市フレイル対策推進課　作業療法士 小椋善文さん
■とんとん相撲・ビー玉キャッチ　身近なもので作ってみよう！遊んでみよう！
　【講師】おもちゃ工房・とんぼ舎 伊達孝禮さん

日 時 内容／講師 定 員
先着
35名

先着
20名

第1回

９月９日（月）
10：00～１１：３０第2回

企業・団体の皆さんへ

fureai-0610@sea.chukai.ne.jp
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皆様のご意見・ご感想をお聞かせください。

0859‐23‐54950859‐23‐5490
furesato@chukai.ne.jp

この広報紙は一部
赤い羽根共同募金の
助成金で発行しています。 ホームページ インスタグラム ボランティアセンター
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Vol.

福祉バスが
新しくなりました

４月３日より福祉バスが新しくなりました。
高齢者の団体や福祉団体の社会福祉活
動などに活用いたします。

米子市社会福祉協議会　☎23-5490お問い合わせ

日 時 ８月１６日（金）
供物受付·············午後3時より8時まで
仏教会による読経  午後5時より8時まで

会 場 湊山公園

※当日は供物を承りますが、塔婆・仏具・提灯及び缶・ビンなどはお受けできま
　せん。
※会場には、十分な駐車場がございませんので公共交通機関をご利用ください。

恒例の精霊会を次のとおり行いますのでお出掛けください。

精霊会のご案内
しょう りょう え

昨年度より、ご先祖供養の灯ろう流しはしておりません。

公式LINE
リニューアル！

毎月お得な
情報・クーポンを配信！

ガスと電気は
米子ガス！

広告掲載
しませんか？
詳しくは米子市社会福祉協議会まで

お問い合わせください。

米子ガス株式会社
米子市旗ヶ崎2200　https://www.yonago-gas.co.jp/

昭和５年の創立以来、「都市ガス」という環境性に優れ
たクリーンなエネルギーの供給を通じて、皆様の快適で
豊かな暮らしの実現に貢献してまいりました。

創立 94 年となる現在では、「都市ガス」・「LP ガス」・「電
力」の供給、ガス機器の販売、お客様宅の定期的なガス
設備点検などを通して、皆様のライフラインを支えており
ます。

また、「地域の最も身近な企業」であるために、地域
社会への貢献にも注力しております。米子がいな万灯、
学校への寄附事業、ボランティア清掃活動への積極的な
参加、また鳥取大学医学部附属病院専用の都市ガス導管
を建設することで、地域の医療施設への支援も行ってお
ります。

私たちはこの先も、皆様のライフラインを守り続け、
暮らしを支える義務があります。「地域 No.1 の総合エネ
ルギーサービス企業」を目指し、皆様から選ばれ続ける
存在となれるよう努めてまいります。

賛助会員ご紹介

賛助会員加入ご協力のお願い
賛助会費は、所得税控除の対象になります。

詳しくは、こちらまで▶

エネルギーを通して、皆様へ
「安心」と「快適」をお届けしております


